
特
集
・
区
行
政
－
あ
り
方
と
個
性
あ
る
地
域
づ
く
り
の
試
み
⑨

保
土
ヶ
谷
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
研
究

塩
野
孝
志

一

は
じ
め
に

　
保
土
ヶ
谷
区
で
は
、
昭
和
五
十
五
年
に
保
土

ヶ
谷
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
計
画
策
定
研
究
会
を
発

足
し
て
以
来
、
今
日
ま
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
研

究
を
重
ね
て
き
た
。
当
時
、
こ
の
研
究
を
は
じ

曲
た
理
由
は
次
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。

①
地
域
施
設
の
未
整
備

　
都
市
は
、
人
が
集
ま
り
集
団
で
生
活
ナ
る
場

で
あ
り
、
皆
が
経
済
的
・
精
神
的
豊
か
さ
を
求

め
て
い
る
。
本
市
は
い
わ
ゆ
る
「
五
重
苦
」
な

ど
の
事
情
か
ら
、
都
市
施
設
の
整
備
が
全
般
に

立
ち
遅
れ
て
い
る
が
、
住
み
良
い
街
づ
く
り
の

一
方
の
軸
で
あ
る
心
の
豊
か
さ
の
下
地
と
な
る

地
域
施
設
の
整
備
も
十
分
で
き
て
い
な
い
状
況

で
あ
る
。

②
住
民
が
役
割
を
担
え
る
場
づ
く
り

　
進
行
ナ
る
高
齢
化
や
質
の
高
い
生
活
欲
求
、

青
少
年
非
行
な
ど
の
病
理
現
象
を
考
え
る
と
、

住
民
で
な
け
れ
ば
解
決
で
き
な
い
課
題
が
山
積

し
て
お
り
、
行
政
と
と
も
に
住
民
の
役
割
が
重

要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
住
民
が
こ
う
し
た
役

割
を
担
う
能
力
を
も
つ
た
め
に
は
、
共
に
相
談

し
学
び
合
う
場
が
必
要
で
あ
る
。

③
住
民
が
支
え
る
施
設
の
あ
り
方

　
都
市
は
、
激
し
い
人
口
移
動
、
生
活
の
広
域

化
、
社
会
化
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
の
発
達
な
ど
に

よ
り
、
住
民
が
自
主
的
・
共
同
的
に
物
事
を
処

理
す
る
こ
と
が
減
少
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
状

況
で
は
、
住
民
が
自
主
的
に
問
題
解
決
を
図
ろ

う
と
す
る
共
同
の
意
識
と
力
が
育
ち
に
く
い
。

地
域
施
設
を
建
設
し
で
か
、
自
分
た
ち
の
共
有

財
産
で
あ
る
と
い
う
受
け
と
め
方
が
弱
い
の

で
、
住
民
が
支
え
る
施
設
の
あ
り
・
方
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。

④
保
土
ヶ
谷
区
の
状
況

　
当
区
は
、
宅
地
化
が
進
み
、
昼
夜
間
人
口
の

格
差
が
広
が
る
傾
向
に
あ
る
。
区
民
の
多
く
が

寝
る
た
め
に
帰
る
だ
け
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
に
せ

ず
、
住
民
が
地
域
と
の
結
び
っ
き
を
大
切
に
し
、

生
活
環
境
の
改
善
に
向
け
て
、
共
同
し
て
努
力

し
て
い
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
具

体
化
ナ
る
必
要
が
あ
る
。

二

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
研
究

は
じ
め
に

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
研
究

地
域
集
会
系
施
設
に
関
ナ
る
調
査

む
す
び

民
に
と
っ
て
、
都
市
に
お
け
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
形
成
す
る
た
め
に
、
誰
が
何
を
な
す
べ

き
か
を
研
究
す
る
こ
と
は
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
都
市
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
将
来
方
向
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
に
基
づ

い
た
行
政
施
策
の
あ
り
方
を
研
究
す
る
必
要
が

あ
る
。
な
か
で
も
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核

と
な
る
地
域
施
設
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
は
重

要
な
の
で
地
域
施
設
の
適
正
配
置
と
管
理
運
営

の
あ
り
方
を
中
心
に
お
い
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
計

画
を
策
定
ナ
る
こ
と
と
し
た
。

②
―
用
い
る
言
葉
の
意
味
あ
い

　
研
究
を
進
め
る
際
、
ど
の
視
点
か
ら
地
域
施

設
な
ど
の
概
念
を
把
え
た
か
、
あ
ら
か
じ
め
、

明
ら
か
に
し
た
方
が
、
マ
ト
を
し
ぼ
り
や
す
く
、
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て
心
の
豊
か
さ
を
増
進
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
創
造
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
施
設
の
管
理
運
営
を
住
民
共
同
の

力
で
支
え
利
用
し
や
す
く
す
る
必
要
が
あ
る
。

地
域
集
会
系
施
設
に
関
す
る

読
者
に
も
理
解
し
や
す
い
。
当
区
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
計
画
の
中
心
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
用
い
た

言
葉
の
意
味
あ
い
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

(
ｱ
)
地
域
施
設

　
地
域
施
設
と
は
、
住
民
生
活
の
生
涯
に
わ
た

り
、
諸
用
途
に
応
じ
て
機
能
す
る
あ
ら
ゆ
る
施

設
を
含
ん
で
い
る
。
専
門
的
施
設
と
一
般
的
施

設
、
大
勢
の
集
ま
れ
る
施
設
と
少
人
数
の
た
め

の
施
設
、
文
化
的
施
設
と
ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど

性
格
は
様
々
で
あ
る
。
な
か
で
も
、
住
民
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
的
連
帯
の
た
め
に
は
、
地
域
集
会
施

設
が
大
切
な
機
能
を
果
た
す
と
考
え
ら
れ
る
。

(
ｲ
)
適
正
配
置

　
地
域
施
設
の
立
地
に
つ
い
て
は
一
般
に
、
交

通
至
便
性
が
重
視
さ
れ
る
。
し
か
し
、
す
で
に

土
地
利
用
が
過
密
化
し
た
都
市
に
お
い
て
は
、

そ
の
よ
う
な
建
設
用
地
を
確
保
す
る
こ
と
は
き

わ
め
て
困
難
で
あ
り
、
と
も
す
れ
ば
用
地
確
保

が
容
易
で
あ
る
と
い
う
理
由
の
み
で
安
易
に
場

所
を
選
定
し
が
ち
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
住
民
が

蓄
積
し
た
歴
史
や
共
同
性
、
施
設
の
充
足
性
な

ど
に
つ
い
て
十
分
な
考
慮
な
し
に
建
設
す
る
こ

と
が
多
い
。
し
か
し
、
困
難
で
は
あ
る
が
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
考
え
る
と
、
地
域
特
性
を

重
視
し
、
住
民
意
思
を
問
い
な
が
ら
、
き
め
細

か
な
施
設
配
置
を
行
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(
ｳ
)
管
理
運
営

　
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
的
連
帯
を
高
め
る
に

は
、
地
域
施
設
を
共
同
の
場
と
し
て
、
地
域
の

問
題
を
話
し
合
っ
た
り
、
地
域
施
設
を
核
と
し

調
査
（
五
十
八
年
度
実
施
）

①
－
調
査
の
目
的

　
保
土
ヶ
谷
区
で
は
、
昭
和
五
十
六
年
五
月
に

一
館
目
の
地
区
セ
ン
タ
ー
が
、
昭
和
五
十
七
年

表―１　調査の組み立て

四
・
五
月
に
公
会
堂
・
図
書
館
が
オ
ー
プ
ン
し
、

地
域
施
設
の
大
き
な
核
が
星
川
・
天
王
町
地
域

に
一
応
そ
ろ
っ
た
。
し
か
し
、
区
全
体
の
配
置

か
ら
み
る
と
、
区
民
の
要
望
に
十
分
応
じ
て
い

る
と
は
い
い
が
た
い
。
特
に
上
菅
田
・
新
井
町

地
区
は
、
こ
う
し
た
地
域
施
設
が
ほ
と
ん
ど
無

く
、
今
井
・
狩
場
地
区
に
お
い
て
も
今
井
文
化

セ
ン
タ
ー
の
み
と
い
う
状
況
で
あ
る
。
区
で
は

地
区
セ
ン
タ
ー
を
あ
と
二
館
建
設
す
る
予
定
で

あ
る
が
、
こ
れ
ら
が
実
現
し
た
と
し
て
も
、
き

め
細
か
な
地
域
に
密
着
し
た
地
域
施
設
の
絶
対

表―２　調査の回収結果

量
は
少
な
い
。

　
公
会
堂
や
地
区
セ
ン
タ
ー
は
交
通
至
便
性
や

施
設
規
模
な
ど
か
ら
み
て
。
貸
館
的
性
格
を
強

く
も
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
公
会
堂
を

例
に
と
れ
ば
、
会
議
室
の
使
用
は
会
社
・
商
業

団
体
・
宗
教
団
体
な
ど
で
五
三
％
を
占
め
て
お

り
、
地
域
団
体
や
サ
ー
ク
ル
の
使
用
は
二
八
％

に
す
ぎ
な
い
。
便
利
な
場
所
に
つ
く
れ
ば
っ
く

る
ほ
ど
、
こ
の
性
格
は
強
ま
る
と
推
測
さ
れ
る
。

地
域
に
密
着
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
を
構
想

し
て
も
現
実
に
は
思
い
ど
お
り
に
は
な
ら
な
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い
。
地
域
施
設
の
将
来
方
向
と
し
て
、
次
の
点

を
重
視
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
第
一
は
、
あ
く
ま
で
も
地
域
に
密
着
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
を
重
点
に
考
え
る
。

　
第
二
は
、
ゆ
え
に
規
模
は
小
さ
く
と
も
誘
致

距
離
が
徒
歩
圏
（
半
径
二
〇
〇
～
三
〇
〇
m
）

の
地
域
集
会
室
的
な
施
設
を
よ
り
多
く
確
保
す

る
。

　
第
三
は
、
形
態
と
し
て
は
民
間
施
設
の
借
り

上
げ
方
式
も
含
め
て
柔
軟
に
考
え
る
。

　
第
四
は
、
各
地
区
セ
ン
タ
ー
の
は
ざ
ま
を
埋

め
る
方
向
で
配
置
ナ
る
。

　
こ
う
し
た
将
来
方
向
が
成
り
立
つ
か
否
か

を
、
仮
説
と
し
て
検
証
す
る
こ
と
が
五
十
八
年

度
調
査
の
目
的
で
あ
る
。

②
―
調
査
の
組
み
立
て
・
調
査
方
法
・
回
収
結

　
　
果
等

　
調
査
の
組
み
立
て
は
、
表
－
１
の
と
お
り
で

あ
る
。
調
査
方
法
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
利

用
者
意
識
調
査
を
現
場
配
付
・
現
場
回
収
で
行

い
、
そ
の
他
の
調
査
を
す
べ
て
郵
送
配
付
・
郵

送
回
収
で
行
っ
た
。
調
査
時
期
は
昭
和
五
十
九

年
三
月
で
あ
る
。
調
査
の
種
別
回
収
結
果
等
は

表
－
２
の
と
お
り
で
あ
る
。

③
―
調
査
の
結
果

⑦
地
域
集
会
系
施
設
の
利
用
現
況

　
自
治
会
館
・
町
内
会
館
は
一
六
七
団
体
の
う

ち
、
一
〇
七
団
体
（
約
六
四
％
）
が
保
有
し
て

図―１　地域小集会施設の非充足地域図い
る
が
、
利
用
率
を
み
る
と
月
二
一
回
以
上
利

用
し
て
い
る
会
館
は
約
二
六
角
と
全
体
的
に
低

い
。
既
存
の
集
会
系
施
設
で
あ
る
「
ほ
ど
が
や

地
区
セ
ン
タ
ー
」
・
公
会
堂
・
今
井
文
化
セ
ン

タ
ー
・
三
師
会
館
は
。
平
日
調
査
で
あ
る
が
、
女

性
利
用
者
が
平
均
約
九
〇
％
を
占
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
施
設
に
対
す
る
評
価
と
し
て
、
地
区

セ
ン
タ
ー
の
申
込
み
方
法
に
無
理
が
あ
る
と

し
、
今
井
文
化
セ
ン
タ
ー
と
三
師
会
館
の
設
備

・
備
品
が
不
十
分
と
評
価
し
て
い
る
。
学
校
は

特
別
教
室
な
ど
小
集
会
向
け
施
設
の
開
放
に
対

し
て
、
積
極
的
な
学
校
と
消
極
的
な
学
校
が
二

分
し
て
い
る
が
、
両
者
と
も
施
設
の
改
善
と
管

理
上
の
問
題
解
決
を
理
由
と
し
て
い
る
。

　
民
間
の
集
会
系
施
設
は
、
一
〇
四
票
回
収
で
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き
た
う
ち
「
利
用
さ
せ
て
い
る
・
利
用
さ
せ
る

予
定
が
あ
る
」
と
い
う
と
こ
ろ
が
三
一
票
（
約

三
〇
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

(
ｲ
)
文
化
・
趣
味
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ー
ス
ポ
ー
ツ

　
団
体
の
現
況

　
本
調
査
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
団
体
数
は
一

七
六
で
あ
り
、
自
治
会
・
町
内
会
を
加
え
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
基
礎
団
体
は
、
合
計
三
四
三
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
地
域
性
の
強
い
も
の
は
、

自
治
会
・
町
内
会
の
ほ
か
に
母
親
ク
ラ
ブ
、
地

域
文
庫
の
よ
う
に
地
域
に
立
脚
し
な
け
れ
ば
成

り
立
た
な
い
も
の
に
限
ら
れ
て
い
る
。

　
団
体
会
員
の
住
所
か
ら
保
土
ヶ
谷
区
民
と
非

保
土
ヶ
谷
区
民
の
構
成
比
を
み
る
と
、
七
〇
％
に

以
上
保
土
ヶ
谷
区
民
で
構
成
さ
れ
た
団
体
が
、

文
化
・
趣
味
団
体
で
約
五
二
％
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
で
約
八
八
％
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
で
約
六

五
％
と
な
っ
て
い
る
。
文
化
・
趣
味
団
体
の
場

合
は
構
成
比
五
〇
％
未
満
が
約
三
一
％
も
あ

り
、
二
極
分
化
す
ら
し
て
い
る
。
活
動
を
活
性

化
さ
せ
る
た
め
の
要
求
や
問
題
点
に
つ
い
て

は
、
紙
面
の
制
約
上
省
略
す
る
。

④
―
調
査
の
結
果
に
対
す
る
総
括

　
現
況
の
自
治
会
館
・
町
内
会
館
の
多
く
は
、

利
用
頻
度
が
極
め
て
低
い
状
態
に
あ
る
。
そ
の

反
面
、
設
備
の
よ
い
新
し
い
施
設
（
地
区
セ
ン

タ
ー
な
ど
）
で
は
、
利
用
申
込
み
が
重
複
し
利

用
者
の
不
満
が
強
い
。
ス
ト
ッ
ク
施
設
（
自
治

会
館
・
町
内
会
館
・
民
間
施
設
）
を
十
分
に
活

用
す
る
視
点
か
ら
み
れ
ば
、
単
一
の
自
治
会
・

町
内
会
が
当
該
施
設
を
独
占
的
に
使
う
の
で
は

な
く
、
地
域
全
体
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
と
し

て
位
置
づ
け
、
共
同
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

　
保
土
ヶ
谷
区
に
お
い
て
は
、
合
計
三
館
の
地

区
セ
ン
タ
ー
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
地
区
セ

ン
タ
ー
の
利
用
は
小
範
囲
の
地
域
活
動
を
こ
え

て
、
か
な
り
広
域
の
サ
ー
ク
ル
活
動
に
対
応
し

た
も
の
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
将
来
、
三
館
ナ

ベ
て
が
開
設
さ
れ
た
と
し
て
も
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
性
化
の
た
め
の
施
設
整
備
は
十
分
と

は
い
え
な
い
。
誘
致
距
離
二
〇
〇
～
三
〇
〇
m

く
ら
い
の
日
常
生
活
圏
に
、
だ
れ
で
も
い
つ
で

で
き
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
ろ
う
。

　
今
後
の
整
備
方
針
と
し
て
、

　
第
一
は
、
小
集
会
施
設
の
非
充
足
地
域
に
借

上
げ
方
式
（
マ
ン
シ
ョ
ン
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
の
一
両
な
ど
）
に
よ
る
施
設
の
開
設
。

　
第
二
は
、
民
間
開
放
施
設
の
利
用
宣
伝
。

　
第
三
は
、
小
中
学
校
の
空
き
教
室
改
造
に
よ

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
化
。

　
第
四
は
、
老
朽
化
し
た
自
治
会
館
・
町
内
会

館
の
建
て
替
え
。

が
重
点
に
お
か
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

む
す
び

も
自
由
に
利
用
で
き
る
小
集
会
施
設
が
整
備
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
地
区
セ
ン
タ
ー
は
、
き
め
細
か
に
配
置
さ
れ

た
小
集
会
施
設
の
方
面
的
な
核
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
よ
う
。
そ
の
際
に
必
要
な
機
能
は
、
小

集
会
施
設
機
能
で
は
な
く
、
地
域
の
小
集
会
施

設
の
機
能
を
最
大
限
に
高
め
る
た
め
の
指
導
・

助
成
機
能
で
あ
る
。
詳
し
く
い
え
ば
、

　
第
一
は
、
各
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
リ
ー
ダ

ー
育
成
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
も
つ
こ
と
。

　
第
二
は
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
団
体
の
活

動
状
況
を
集
約
し
、
地
域
情
報
と
し
て
還
元
で

き
る
こ
と
。

　
第
三
は
、
小
集
会
施
設
で
は
も
ち
得
な
い
機

能
（
八
ミ
リ
・
ビ
デ
オ
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
コ
ピ

ー
な
ど
の
設
備
と
貸
し
出
し
）
を
も
ち
、
活
用

①
―
意
義
の
あ
っ
た
民
間
集
会
系
施
設
に
関
す

　
　
る
調
査

　
五
十
八
年
度
調
査
は
、
地
域
集
会
系
施
設
が

量
的
・
地
域
的
に
ど
れ
だ
け
あ
り
、
ど
う
使
わ

れ
て
い
る
か
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
の
一
つ

に
し
て
お
り
、
集
会
系
施
設
の
存
在
が
想
定
さ

れ
る
企
業
・
金
融
機
関
・
神
社
・
寺
・
幼
稚
園

・
公
共
法
人
・
そ
の
他
の
民
間
施
設
に
調
査
依

頼
を
し
た
。

　
こ
の
種
の
調
査
は
初
め
て
で
あ
り
、
民
間
施

設
の
管
理
者
か
ら
み
れ
ば
、
提
供
し
た
情
報
を

行
政
の
都
合
で
勝
手
に
使
わ
れ
な
い
か
と
の
疑

心
が
生
ず
る
こ
と
は
、
事
前
に
想
定
で
き
た
。

し
か
し
、
結
果
と
し
て
は
、
協
力
的
な
管
理
者

が
多
く
、
住
民
の
活
動
場
所
の
提
供
を
通
し
て

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
貢
献
し
て
い
る
実
態
を

知
る
こ
と
が
で
き
た
。

②
―
今
後
の
調
査
課
題

　
地
域
集
会
系
施
設
の
現
状
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

団
体
の
施
設
に
対
す
る
評
価
は
一
応
把
握
で
き

た
。
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
で
、
地
域
集
会
系
施

設
の
有
無
が
活
動
に
ど
ん
な
影
響
を
与
え
て
い

る
か
を
知
る
こ
と
は
不
十
分
で
あ
る
。
そ
の
た

め
に
、
今
後
は
、
比
較
的
施
設
の
充
足
し
て
い

る
地
域
と
非
充
足
の
地
域
を
選
定
し
、
両
地
域

の
活
動
の
相
違
や
特
徴
を
探
り
、
よ
り
具
体
的

な
地
域
分
析
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

③
―
ま
と
め

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
総
合
的
・
実
践
的
な
課

題
で
あ
り
、
行
政
と
住
民
の
動
態
的
な
関
係
を

含
む
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
解
明
ナ
る
こ
と
は
、

相
当
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
行
政
区
の
立
場
で

計
画
化
（
実
践
化
）
す
る
に
は
多
く
の
制
約
が

あ
る
。
実
際
問
題
と
し
て
、
地
域
施
設
の
用
地

選
定
や
開
所
し
た
後
の
利
用
方
法
に
対
す
る
区

長
権
限
は
乏
し
い
。

　
　
「
よ
こ
は
ま
2
1
世
紀
プ
ラ
ン
」
で
は
、
区
役

所
を
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
を
推
進
す
る

主
要
な
担
い
手
と
位
置
付
け
て
い
る
。
こ
の
目

標
に
近
づ
く
た
め
の
一
つ
の
試
み
が
、
当
区
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
研
究
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。

　
　
Λ
保
土
ヶ
谷
区
区
政
部
区
政
推
進
課
調
整

　
　
係
長
Ｖ
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